
                                       平成２７年１２月１１日 

町民の皆様 

                                       厚真町教育委員会 

     平成２７年度 全国学力・学習状況調査結果の概要について 

 今年度の全国学力・学習状況調査は、平成２５年度、２６年度に引き続き、すべての小学６年生、中学３年生

を対象として４月２１日に実施されました。さらに、今年度は、平成２４年度に実施してから２度目の理科の調

査も行われました。 

本町では、この調査結果をもとに児童生徒の学力や学習・生活習慣の把握、分析を進めてまいりました。その

結果の概要を町民の皆様にお示しし、より一層、学校・家庭・地域と連携した取組を推進するとともに、教育施

策の充実を図り、各学校の教育活動の改善・充実に向けた取組を進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願

いいたします。          

 なお、本調査により測定できる学力は特定の一部分であり、児童生徒の学力の全てでないことをご理解くださ

い。                                  （生涯学習課学校教育グループ） 

 

１．調査の目的 

   ・児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育に関する施策と継続的な検証改善サイクルを確立して

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的とします。  

   

２．調査期日 平成２７年４月２１日（火） 

 

３．調査の内容 

  ・対象学年    ：小学校第６学年、中学校第３学年 

  ・教科に関する調査 

 主として「知識」に関する問題 

(国語Ａ、算数・数学Ａ、理科）  

 主として「活用」に関する問題 

        (国語Ｂ、算数・数学Ｂ、理科） 

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影

響を及ぼす内容や、日常の生活において必要で、常に 

活用できるようになっていることが望ましい知識や技 

能などを中心として出題された問題 

知識・技能等を日常の生活の様々な場面で活用する力

や、様々な場面での課題を解決するために構想を立て実

践し、評価・改善する力などを中心として出題された問

題 

  ・生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 

 児童生徒に対する調査  学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関

する調査 

  学校における指導方法に関する取組や、学校における

様々な教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

４．参加状況  参加学校及び児童生徒数（小学校：２校 ３３人、中学校：２校 ３０人） 

 

５．調査結果の概要 

教育委員会では、平成２４年度から全国の平均正答率をこえることを目標に学校と連携し、保護者のご理解・ご

協力を得て学力向上に取り組んできました。その結果、今年度も小学校、中学校ともに、国語、算数・数学のＡ及

びＢ問題で全国平均正答率を上回るとともに、３年ぶりに実施された理科の問題でも全国の平均正答率を上回る結

果を得ることができました。 

 

  ＜小学校＞ 

   国語では、漢字の読みや、文章の要旨をおさえ、必要な情報を得る問題などで高い正答率を得ました。反面、漢

字を書くことや文章と図等を関連づけて説明する問題などに課題が見られました。算数では、四則計算や図形の基

本的な性質を使った問題を解くことなどで高い正答率を得ました。しかし、作図、基準量や割合を問う問題、解決

にいたる根拠を説明する問題などでは課題が見られました。理科では、平成２４年度と比較して、必要な実験の計

画を立てる問題、結果をもとに考える問題で正答率が向上しています。 

 

  ＜中学校＞ 

   小学校同様、基礎・基本の着実な定着が見られました。国語では、文章から必要な情報を得て､自分の考えをまと

める問題で高い正答率を得ました。しかし、複数の資料をもとに自分の考えをまとめるような問題に課題が見られ

ました。数学では、四則計算、比の意味、方程式を解く問題で高い正答率を得ましたが具体的な事象を数学的に説

明するような問題では課題が見られました。理科では、基礎的な知識や理解を問う問題で高い正答率を得ました。

反面、必要な知識をもとに説明するような問題では一部に課題が見られました。 



６．道内市町村との比較分布から見える現状について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

厚真町 北海道 全　国 全国比

76.8 68.1 70 110
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

77.9 75.8 75.8 103
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

78.1 63 65.4 119
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

72.2 65.7 65.8 110
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

84.1 72.3 75.2 112
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

66.2 63 64.4 103
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

52.2 42.5 45 116
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

43.1 39.7 41.6 104
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

69.3 59.3 60.8 114
平均
正答率

厚真町 北海道 全　国 全国比

59.5 53.3 53 112
平均
正答率

国語Ａ 

 

 

 

 

 

    は、厚真町が属する      の全国比は、全国の平均正答率を
グループ           100 とした時の厚真町の割合 

     グループ           した時の厚真町の割合  
 
 

※１．％は平均正答率 

※２．厚真町の全国比は、 

   小数点以下は四捨

五入しています 小 学 校 中 学 校 

国語Ｂ 

 

 

 

 

 

算数Ａ 

算数Ｂ 

理 科 

国語Ａ 

国語Ｂ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

理 科 



７．学力状況の概略 
 (1)国 語  

 

 

 
 
 
 
【さらに子どもたちの力を伸ばすために】 
 ・自分の考えをまとめて書く力や複数の資料から必要な情報を選び出し活用する力をつけるため、日頃から本や新聞

等を読んだり、テレビのニュースなどにも関心を持たせたりすることが大切です。ご家庭でも最近のニュースを話
題としてお子様の考えを聞いてあげたりしてください。お子様と話す機会を多く持つことはとても大切なことです。  

（2）算数・数学 

 

 

 

 

 

 

 

 
【さらに子どもたちの力を伸ばすために】 
・算数や数学の活用力を伸ばすために、普段の生活の中でも意識的に授業で学習したことを使い、考えさせることが 
大切です。（例：買い物では単価で値段を比較させることや、「テレビを見る時間は○時間だから、○時○分まで見
られる」とお子様に考えさせたりすること・・・時間の管理意識も育てます）  

（3）理 科 

【さらに子どもたちの力を伸ばすために】  
・夕日を見たら、「夕日はどうして赤いの？」、冷やしたジュースを飲みながら、「冷えたジュースの缶のまわりに水滴が
つくのはどうして？」と普段の生活の中の疑問をお子様に考えさせたり、一緒に考えてあげたりできると、お子様の
理科への関心や学びの心を育てることができます。理科の学びでは、好奇心やなぜという疑問の心がとても大切です。 

 

８．質問紙調査から見る児童生徒の姿（全国と比べ）      ９．質問紙の結果から見た正答率の高い児童生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  
１０．今 後 の 取 組   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜小 学 校＞ 
良かった点：漢字の読み、文章から必要な事柄を読み取

る、要旨をまとめることなど。 
課 題  ：漢字の書き、複数の文章の情報から自分の

考えをまとめて書くことなど。 

＜中 学 校＞ 
良かった点：文脈に即した漢字の読み書き、文章から

必要な情報を得ることなど。 
課 題  ：古文の理解、複数の資料から必要な情報

を得て活用することなど。  
 

＜小 学 校＞ 

良かった点：四則計算や、式の意味理解と数量関係を簡

単な式で表す、図形を構成する要素をとら

えるなどの基礎・基本の定着が見られた。 

課 題  ：生活の中で必要となる時刻を求める・基準

量を求める、事象から必要な情報を読み取

り、式などで説明を記述することなど。 

  

＜中 学 校＞ 

良かった点：四則計算や、関数の意味、方程式の解き

方をはじめとする基礎・基本の定着が見

られた。 

課 題  ：証明問題のように与えられた複数の条件

を活用して説明したり、解決の途中で得

られた情報を活用したりすることなど。 

＜良かった点＞ 
・新聞やテレビのニュースに関心を持つ子が増えた。 
・地域行事への参加、地域の出来事に関心を持っている子が多い。 
・宿題や復習など家庭学習に積極的に取り組んでいる子が多い。 
・学校の規則を守っている子が多い。 

＜改善したい点＞ 
・「自分には、良いところがあると思える子」が全国よりやや少な
い。しかし、ここ数年の間で改善の兆しが見られる。 

・友だちの前で自分の考えや意見を発表することがあまり得手で
なくやや内向きの子が多い。 

・家の人と学校での出来事などを話す子 
・物事を最後までやり遂げて、うれしかったこ
とがある子 

・テレビやビデオ・ＤＶＤを長時間見たり、聞
いたりしない子 

・宿題や予習・復習に取り組む子。特に、復習
を頑張る子 

小学校：規則正しい生活をする子 
    家で学校の宿題をしっかりする子 
中学校：人の役に立ちたいと思う子 

  計画的に勉強する子（２～３時間）  

 

＜小 学 校＞ 

良かった点：結果を見通した実験の計画を考えたり、結

果をまとめたりすることなど。 

課 題  ：顕微鏡の操作や水が水蒸気になることを蒸

発というような用語の知識理解など。 

＜中 学 校＞ 

良かった点：化学式や天気図の記号の表していること

の読み取りのような知識・理解など。 

課 題  ：観察・実験の結果などを整理・分析し、

解釈したり、説明したりすることなど。  

 

学校は、日々の学習や生活の様子、全国学力・学習状況調査や標準学力検査の結果等をもとに「学力向上プラ
ン」を策定し、授業や指導の改善に取り組んでいます。さらに、中学校区毎に小中学校が相互に授業参観を行っ
たり、学習の手引きの交流をしたりするなど、地域の学校の連携した取組も進めています。これらの取組を一層
推進し、児童生徒の学力向上に寄与するため教育委員会は次のように取り組んでいきます。 
 ①学力の問題は地域全体の問題ととらえ、各学校の代表者をもって学力向上推進委員会を設け、各学校の取組

と成果や課題の交流を通し、町内４校の連携した学力づくり等の充実を図ります。 
②“教育は人なり”と言われるように、学力の向上には教師の指導力の向上が必須と考え、学校の研修への支
援、教師力アップ研修など町独自の研修会や学力向上に取り組む先進地への視察研修等の充実を図ります。 

③教育サポーターを活用した複数教員による学習指導の充実への支援（１校）、長期休業（夏休み・冬休み）
を利用した補充指導への支援、学校図書の充実等読書活動への支援等。学校の教育活動への支援の充実を図
ります。 

④放課後子ども教室を通して児童の学びを支える豊かな体験活動の機会の充実を図ります。 

教育委員会は皆様のご理解とご支援を得て、児童生徒の一層の学力向上を推進します。 

 



１１．各校の主な学力向上の取組   

【上厚真小学校】 
１．個別指導の充実 

本校では、児童によって学習内容の定着に差があるこ

とが課題の一つです。そこで、複数の教師が授業に入り、

きめ細かい個別指導や学習の理解度に応じたクラス別指

導（算数科）を行うなど、基礎学力の定着に努めてきま

した。また、模範となる児童のノート（すてきノート）

を掲示して、仲間の優れた取組に学び、学習内容が定着

できるようなノート指導を行いました。その結果、学習

の苦手な児童の学力の底上げを図ることができました。

今後も、個別指導に力を入れ、学力向上に努めていきま

す。 

２．児童自ら課題と向き合い、解決する授業の充実 

本校の児童には、自ら考え、進んで学ぼうとする意欲

に課題があります。そこで、教師が一方的に教え込むの

ではなく、学習課題を明確にして、児童個々が課題を解

決するような授業に取り組みました。特に、算数科では、

一人一人が課題と向き合う時間を十分確保するととも

に、一人一人の考えをペアやグループで交流したり、全

体で発表したりする場面を作りました。その結果、児童

が進んで学習に取り組むようになりました。今後も、児

童が意欲的に学んでいくような授業を行っていきます。 

３．学校と家庭や地域との連携 

学力向上には、家庭における望ましい習慣形成が大切

だと考えます。本校では、定期的に「生活リズム」定着

の取組を行い、生活習慣の見直しや家庭学習習慣の定着

を図ることができました。生活習慣の定着のためには、

家庭の協力が欠かせません。今後も、家庭の理解と協力

の下に、児童の生活習慣の定着に努めていきます。 

 【厚真中学校】 
１．生徒のニーズに応じた学習の場づくり 
本校では毎日の家庭学習や学習内容の定着が不十分な

生徒への支援と活用力を高める発展的な学習の充実が課

題です。これらを解決するために全校一斉の放課後学習

を実施し、生徒も参加しやすい学習の場（蕾）を設けま

した。その中で、一人一人の生徒のニーズに応じたきめ

細かい学習指導を行いました。その結果今年も学力の向

上が見られました。今後も、学校ではきめ細かな放課後

学習の実施と、家庭での学習時間の確保や学習の見取り

の協力をお願いしていきます。 

２．生徒の学びを深める授業改善 

分かりやすい授業をどのように進めるかが、本校の目

標です。この目標に向けて、今年度は、授業のはじめに

必ず学習課題を板書し、何を学習するのかを生徒がしっ

かり把握できるようにしました。また、分かりやすい板

書構成を心がけ、１時間の学習内容が確実に定着できる

ようにしています。この結果、一人一人の生徒の学びが

一層深まっています。 

３．学校・家庭・地域との連携 

より多くの家庭や地域の方と連携を強めていくことが

本校の課題です。学校だよりや学級通信で行事や生徒の

活動状況をお伝えしています。学級懇談や行事には多く

の保護者が参加しています。今年度は、より多くの保護

者や地域の方に生徒の姿を見ていただき、連携を深める

ため、新たに年４回の土曜授業日を実施しています。 

 

【厚南中学校】 

１．生徒の目標に応じた学習サポート体制の整備 

学習に対する意識の差があり、入学した時から３年後

の進路について、早い段階から目標をもって学習するよ

うに指導しています。 

生徒の目標を達成するよう生徒一人一人の学習状況を

教師全員が把握し、その生徒に応じた学習サポートをし

ています。その結果、全国学力状況調査では、国語・数

学・理科のすべての教科で苦手なところを克服できたこ

とが、全体としてこの３年間の大きな伸びとなりました。 

２．「学びあう場面」と「体験すること」の重視 

少ない人数での授業ですが、授業の目標に応じて「学

びあう場面」を多く取り入れています。そのことで、個

人の思考が深まるとともに、よりよい人間関係を築くこ

とができるようになりました。さらに、このことで、「自

分がどれだけ大切な存在であるか」自分で確認できるよ

うになってほしいと考えます。 

すべての学習活動において、本校では体験することを

重視して取り組んでいます。その体験をまとめる活動が

応用力となり、Ｂ問題の正答率の向上となっています。 

３．学校と家庭との連携 

今年から年間８回の土曜授業日を実施していて、その

授業のほとんどを保護者と共に行う行事としています。

この行事を通して、学校と保護者が一つとなり、連携を

より深めて生徒を育てていきます。 

 

 

【厚真中央小学校】 
１．自分の考えを確かなものとする指導の充実 

本校の児童は、相手に分かりやすく伝えることや考え

をまとめることを苦手とする傾向があります。そこで、

授業では、何について伝えるのかを明らかにすること、

与えられた条件に沿って考えをまとめること、自分の考

えを基に、書いたり話し合ったりすることなど、自分の

考えをより確かなものとする取組を行っています。その

成果が、よりよい考えを見つける意欲をもち、互いに積

極的に学び合おうとする児童の姿に現れています。 

２．児童一人一人へのきめ細かな指導の充実 

本校の児童は、理由を明らかにして問題を解くことや

説明することを苦手とする傾向があります。そこで、算

数の時間では、学級を少人数、または、習熟の程度に応

じて２グループに分け、児童の学習のつまずきや理解の

状況をとらえた指導を行うなど、一人一人が学習内容を

確実に理解する取組を行っています。その成果が、一人

一人が理解を深め、学んだことを用いて分かりやすく説

明をし、問題を解こうとする児童の姿に現れています。 

３．家庭との連携による学習内容の確実な理解 

本校では、学習内容の定着を図り学習意欲を高めるた

めには、家庭学習が大切であると考え、全家庭に「家庭

学習の手引」を配布しています。児童は、手引を基に、

授業の復習や予習を中心とする「宿題」と、興味・関心

に基づく「自主学習」に取り組んでいます。児童に学習

習慣がついていることは、家庭で児童の学習をみていた

だいているからに他なりません。今後も、児童が理解を

深め、学習意欲を高めるよう家庭との連携を図ります。 

 

 

 

 

 




